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【翻訳】 

任訥撰『作詞十法疏證』〔訳注一〕1） 

 

舟 部 淑 子 
 

Translation“Zuoci Shifa Shuzheng”Annotated by Ren Na 
 

Yoshiko FUNABE 

 

梗概：元代・周徳清の編著になる『中原音韻』は、北曲の「韻譜」

とその後部につけられた「正語作詞起例」の二部によって構成され

ているが、その「正語作詞起例」の中でも特に重要とされているの

が「作詞十法」である。これはもともと散曲制作の初学者のために

著されたものであるが、比較的系統だった理論的探究がなされ、後

世の曲学家に与えた影響も大きい。任訥は、やや簡略にすぎるきら

いのある「作詞十法」の記述を詳しく解き明かし、さらに明・王驥

徳の『曲律』等、代表的な曲論との比較検討を行っている。 
 散曲はもともと口語と俗語を駆使した新しい韻文として北方に

興ったものであるが、比較的短期間のうちに雅化されて「詞」に近

づいていく。そのひとつの要因として考えられるのが、散曲制作の

南方移動であり、それとほぼ期を同じくするのが『中原音韻』の成

立である。当時、散曲に求められていた表現とは何か、また雅化さ

れていく要因は何かを探るための基礎的研究として、任訥の『作詞

十法疏證』を翻訳した。今回の翻訳はそのほぼ半分に該当する。 
キーワード：散曲、任訥、中原音韻、周徳清、中国元代 

 
 

 

戻勣 

    緩慕兆垰恬簡噴隈。糞痛恬爆噴隈。咀硬繁簡參冱猟。爆參冱蕗。簡軸

爆岻簡。爆軸簡岻爆。屈宀蛍艶。音泌朔弊岻廨。絞圷繁巓蟻賠豢嶄圻咄塹

朔。胎恬爆岻噴隈。軸兆垰恬簡噴隈匆。圷繁胎恬爆隈。勧弊宀自艮。巓箆
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緩鐙。督醤訳香。挑嗽僉蕗猟並胆岻箭膨噴距。娼紗得登。幣僥宀參尻夸。

喩葎佃誼。立圻猟企看封酒。嗽吶嗤隆勝。徃辞圷苧參栖幗社胎傍。㌣葎墓

屬。泌暦遊吉。醤傍封袱。豢膨噴遍協鯉夸喩紗吭深匡。喘慎今震湊才屎咄

惇云。遜袤灸凱云吉丕狛。壌挑鹸抗慈畠慕勣崋。双葎訳箭噴励夸。豢頁緩

組組岻噴隈。痛撹葎匯酒勣岻爆胎。遇惹葎匯酒勣岻爆僉嚥爆惇厶。凪傍㌣

需會猟嶄。 

 

提要 

 本書は「作詞十法」とはいっても、実際は「作曲十法」である。古人は

「詞」を歌詞として、「曲」を音楽として用いた。そして「詞」は音楽に

合わせた歌詞、「曲」は歌詞の音楽で、両者を区別して用い、後代のよう

にもっぱら｢詞｣や「曲」そのものをさすのではない。したがって、元人の

周徳清は『中原音韻』2）の後部に、作「曲」の十法を論じて「作詞十法」

としているのである。元人の作「曲」法論で今に伝わるものはきわめて少

ない。周徳清のこの書は、非常に体系的で、また末尾には「歌詞、韻律」

ともに美しい作品 40 調を選んで詳細な分析批評をし、これを学ぼうとす

る者への模範を示しているきわめて貴重な書物である。 

 ただ、原文の文章はきわめて簡略であり、その意図する内容もすべてが

述べられてはいない。したがって、ここに元明以来の諸家の論説を広く参

照しながら、詳細な疏證を施した。「務頭」3）等についても詳細かつ周到

に論じているが、特に「四十首定格」は意を尽くして考訂した。康海の刻

本『太和正音譜』、陸貽典鈔本等を用いて校勘し、巻末には、全書の要旨

を考察して十五条にまとめた。その結果、この寥寥たる十法が簡要な曲論

となり、さらに曲選、曲譜を兼ね備える書となったのである。詳しくは序

文にて。 
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會 

    徃侭參墓證嶄圻咄韻恬簡噴隈宀。函凪葎圷繁岻傍圷爆匆。卜岻簡。圷

岻爆。脅奉幹兵。遇嗽廨娼。並岻幹兵遇嗽廨娼宀。斤豢凪並岻需盾。痛嬬

屎鳩涙侭盈。遇朔繁辛參佚貫。簡爆嗽採鏡音隼。圷繁胎爆。撹鐙宀自富。

勧弊宀囹錬。凰掴屮菴胎蟹。遇巓箆徃鐙胎恬。固葎蒸涙叙嗤宀厶。巓箆緩

胎。叙㍉豢柊爆恬隈。督栽兜化楼爆宀岻侭俶。絞徃弸憤朔栖幗社岻傍。葎

岻墓屬。苧藍猟莎嗤奐廣嶄圻咄塹匯慕。參眦侭需震云。凪侭廣宀叙㍉豢幗

何塹忖遇厮。噫掲侭式。頁緩侭墓證。嗽癖怎參置念繁岻侭髪唆。吩音葎涙

絞匆。梓巓箆圻慕悶加。云葎爆塹。遇壌挑現緩噴隈。夸參爆塹遇惹爆胎厶。

噴隈岻挑。嗽障協鯉。協鯉云宀。痛惇塀匆。簡爆岻壓卜圷。嗅岱起抖蟹岻

壓書晩。楼岻宀謹。鋲岻宀巉。竃笥撹隈。奉串遇葎弗。暮音規軍遇葎岻惇

宀。絞徭栖音療簡慕嶄嗤卜舵。爆慕嶄嗤圷惇匆。凪並埋音呂喇豢緩。緩勣

凪麼咀厶。健惇埋音駅俶豢圷繁。遇糞俶豢朔弊。痛巓箆輝圷縞音哘俶惇岻

扮。捷嗤俳俶豢朔弊岻惇岻製。頁嗤緩匯惇。豢圷繁賜葎佃凉岻俤。豢書繁

夸葎侑誼岻旨匆。凪慕屡參爆塹遇惹爆胎。嗽參爆胎遇惹爆惇。書岻繁呀屡

㌻徃吭翌岻旨。綱辛參音福凪㌣譯。嗽梓凪侭双膨噴遍協鯉。謹蕗猟並胆宀。

音揖朔繁岻惇。叙綱塹舵。音綱猟舵匆。夸巓箆徃恬。固參匯慕遇惹嗤爆塹。

爆胎。爆惇。爆僉。膨嶽恬喘。誓宀厚隆辛參燃楚岻厶。蒙圻鐙侭峰。猟嗤

取行。圷苧㌢勧。忖謹盒払。徃紗墓屬。呀賓隆嬬匯匯娼勝。勣括凪葎圷繁

岻胎圷爆。呱遇殴岻。頁侭崋串。噴眉定喬晩。臭脅販擠慕豢貧今國肝。 

 

序 

 『中原音韻・作詞十法』に疏をつけるのは、これが元人の元曲論だから

である。宋詞・元曲はともに創始であり、また創作の精練をめざしたもの

である。創始であり精練につとめたものの見解は正確でくもりがなく、後

人の信に堪えうるものであり、詞曲も当然例外ではない。元人の曲論でま

とまったものはきわめて少ないが、さらに今に伝わるものは稀で、燕南芝

菴『唱論』4）と周徳清の本書のみである。 
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 『中原音韻』の論述は、初歩の学習者向けの散曲作法に限られているた

め、ここでは後の諸家の説もまとめて疏證とした。明・王文璧の増補注し

た『中原音韻』は、私の見た刻本によると注が諸部の韻字に限られており、

その他の部分には言及していない。この疏證が前人の欠を補うことができ

れば、また意義のあることであろう。 

 周徳清の原書の体裁は、本論が曲韻で、巻末にこの「作詞十法」が付け

られ、曲韻と曲論を兼ねたものとなっている。「作詞十法」の末尾には「定

格」があるが、定格とは譜式のことである。宋元における詞曲は、ちょう

ど現在の乱弾 5）俚歌のように、慣れ親しむ者も多く、得意とする者も多か

ったので、歌えばそれが律にかなっていたし、聴いたものは手本とするこ

とができた。したがって、わざわざ曲譜を作ることもなかったため、詞書

における宋律や曲書における元譜というものを耳にすることもないので

ある。すべてがそのためではないが、これが主要な原因といえる。曲譜と

いうものは、そもそも元人には必要ではなく、実は後世に必要だったので

ある。周徳清は曲譜の不要な元代にあって、後世にその必要性が切実とな

る曲譜を作ったのである。この曲譜の成立は元人にとっては或いは難掩の

羞であったかもしれないが、今では幸甚の恵みである。 

 『中原音韻』は、曲韻が曲論を兼ね、かつ曲論が曲譜を兼ねている。現

在の我々もまたはからずもこの大きな恩恵を受けているのであり、その詳

細を知る手間を惜しんではならない。また、例として挙げられた四十首定

格は、多くが歌詞、韻律ともに美しい作品であり、後人の譜のようにただ

韻律のみをいって文律にこだわらないものとは異なる。すなわち、周徳清

のこの書は、曲韻・曲論・曲譜・曲選の四つの役割を兼ね備えており、読

者はおろそかにするべきではない。ただ、原文の記述は難解であり、元明

と伝わるなかで文字の誤りが多いために疏證を付けたが、なおすべてを詳

細にすることはできていない。元人の曲論であることを尊重し、これを補

い広めていくことが主旨である。 

民国 13 年冬 江都・任訥  上海の寓居にて 
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嶄圻咄韻恬簡噴隈朕肝 

匯岑韻 

屈夛囂 

眉喘並 

膨喘忖 

励秘蕗恬峠蕗 

鎗咐剩 

鈍暦遊 

伊斤甜 

湘挑鞘 

噴協鯉 

  弌綜 

    鷲太鎗遍 篠伏課 咬  恪嶄爺  恪喧拷 雄峺遮  刄隅 

 匯磯隅 敢弃  署婬隅 埓剩促 

    嶄太湘遍 哭鷲人 鞠促  劾爺徨 速表  碕繡亂 咨平 

 噸爺赤 艶嗔  浪敢栖 敢房  諾優啓 敢絡 

 噴屈埖劬酎梧 艶秤  膨円床 廉㍍  恪互梧 湖山 

    掴太屈遍 膨翠囁  卓囁隻湖司寓採画梧 誼慕 

    屎幸屈遍 恪湊峠 湖山  毘肴拍 敢垤 

斌距屈遍 表涜剪 敢鋒  類匐隅 艶秤 

    埆距屈遍 爺昌紐 拍房  弌孟碕 秤  凭聖繁 嫗岬佩 

 娟隅綜 嚀健 

    褒距噴匯遍 柿恪叫欠 嚀幻  鯛歎欠 俳鱠  王音僅 咨肖 

 邦鷲徨 匚嚏  伯叫圻 謎囑  刄隅鯛誼覆綜 峺遮 

 去念散 恪拷  伯傚才 励遭廸  沢雑蕗 ㌧画 

 賠臭哈 湘晩  孵告綜 署表紡 

耗方 

 褒距匚佩巻 拍房 
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    梓巓箆圻慕涙朕。緩象噴隈岻坪否双岻。巓箆各協鯉膨噴遍。哘銭栽弌

綜嚥耗方曾嶽遇冱。泌噴屈埖劬酎梧吉揮狛岻爆。峪光麻匯遍。弌綜坪鈍幸

距慌嗤眉噴鎗遍。拍房匯耗坪銭彪慌鈍遍。茅伯傚才。鯛歎欠。王音僅。眉

距厮需豢弌綜宀翌。賓噫膨遍。栽岻弌綜岻眉噴鎗遍。如誼膨噴遍。飛揮狛

爆蛍距柴麻。夸畠箭慌双距膨噴膨嶽。 

 

 周徳清の原書は目が無いため、ここでは十法の内容に従って並べた。周

徳清は定格四十首と称しているが、小令と套数の二種を合わせて言ってい

る。たとえば【十二月尭民歌】などの帯過曲 6）も、ただ 1 首としてそれぞ

れ数え、小令では七宮調の計 36 首、秋思 1 套では【煞】も含め計 7 首を

あげているが、【慶宣和】、【落梅風】、【撥不断】のすでに小令でとられて

いる 3 調を省くと残りは 4 首となり、小令の 36 首と合わせるとちょうど

40 首となる。もし、帯過曲の曲牌を分けて計算すると、全作品例で 44 種

の曲牌があげられていることになる。 

 

 

嶄圻咄韻恬簡噴隈墓屬              柊爆還侵及噴眉嶽 

             圷互芦巓蟻賠勇妍廱 臭脅販擠嶄樗墓證 

 

    群恬赤軒。硬繁堝。嗤猟嫗宀僚岻赤軒。泌涙猟蔑宀。僚岻抖梧。音辛

嚥赤軒慌胎匆。嗽堝。恬赤軒俳蕊嗤彬噐咄舵。拝泌溺寔欠送悶吉赤嫗。峻

參溺寔繁咄蕗梧岻。埋忖嗤盒訛。音彬噐咄舵宀。音葎墾匆。寄丘枠勣苧濃。

朔勣紛惇。蕪凪咄遇恬岻。放涙喪距岻払。遇岑咄。夛囂。喘並。喘忖岻隈。

兆繁簡距辛葎塀宀。旺双噐朔。 

 

 凡そ楽府を作すに、古人云う「文章
あ や

有るもの、之を楽府と謂う」。文飾

無きが如きは、之を俚歌と謂いて、楽府と共に論ずるべからざるなり。又

云う「楽府を作すに切に音律を傷うこと有るを忌むべし」。且つ女真風流
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体等の楽章の如きは、皆女真人の音声を以って之を歌い、字に舛訛有りと

いえども、音律を傷わざるは、害と為さず。大抵先ず腔を明らかにするを

要し、後に譜を識るを要し、其の音を審らかにして之を作さば、劣調の失

無きに庶し。而して知音、造語、用事、用字の法、名人の詞調の式と為す

べき者、後に並列す。 

 

    梓緩痛噴隈岻弌哈。貫巓箆畠慕嶄姜函噴隈。音嬬凖緩匯粁。 

    嗤猟嫗云々。峺凰掴屮菴蟹胎嶄囂。㌣和猟及屈隈夛囂坪葮冒囂訳和。

恬赤軒云々。喘吭需豢硬繁冱胎宀封謹。簡鞘夸隆㌣侭奉。 

    欠送悶痛褒距爆兆。鞘隈湘湘鎗鎗。膨韻。兆垰噴隈。聾梓岻。侭胎叙

嗤膨泣。岑韻。夛囂。喘並。喘忖。頁匆。及励隈秘恬峠。及鎗隈咐剩。及

鈍隈暦遊。及湘隈挑鞘。揖葎膨蕗岻購係。峻辛拷秘及膨隈岑韻。及伊隈斤

甜。夸肝隈夛囂嶄岻匯嶽匆。立及噴隈協鯉坪得囂侭得。嗤膚式喘吭宀。頁

壓蕗韻忖鞘膨㍻岻翌串。緩噴隈岻寄古匆。 

    苧慎今震湊才屎咄惇。壌極現墮噴隈。痛繍励隈秘恬峠。鎗隈咐剩。拷

旺豢及膨隈嶄。徽嗽評肇協鯉。遇緝垰恬簡鈍隈。厮腕湮短硬繁中朕。崛豢

藍弊寢爆壹坪。現墮噴隈寄吶。叙羨湘朕。評肇岑韻嚥秘恬峠。遇奐肇貧匯

訳。夸吩葎護叢舘岱。坐涙怎函厶。 

 

 これは十法の小引であり、周徳清の『中原音韻』から「作詞十法」を取

りあげる場合にも、この一段をもらしてはならない。 

 「文章有るものを云々」7）は、燕南芝庵『唱論』中のことばである。詳

しくは下文、「第二法・造語」の「枸肆語」の項目を参照。「楽府を作す云々」

の意図は、古人の論述で言及しているものがきわめて多く、この文の出所

についてはよくわからない。 

 風流体とは双調の曲名であり、句法は九九六六の四韻である 8）。十法と

はいうものの、詳細に検討すると、論じているのは「知韻・造語・用事・

用字」の 4 点のみである。第五法の「入声を平声に作る」、第六法の「陰
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陽」、第七法の「務頭」、第九法の「末句」はともに四声に関するもので、

第四法（第一法？）の「知韻」に帰結させることができる。第八法の「対

偶」は、第二法の「造語」の一種である。ただし、第十法「定格」の評語

の論述には、用意に言及する部分もあり、音韻や字句の四項の範囲を超え

ている。これが十法の概略である。 

 明・康海刻『太和正音譜』は、巻頭に｢作詞十法｣を載せ、第五法「入作

平」、第六法「陰陽」を第四法にまとめて入れ、また「定格」を削除して

あっさりと｢作詞七法｣としているが、古人の体裁を損なっているといえる。

王世貞の『曲藻』に至っては、十法の大意を付けているが、九目しか立て

ず、「知韻」と「入声作平声」を削って、「去上」の一條を付け足すという、

よりでたらめな分断と改竄を行なっており、まったく見るべきところがな

い。 

 

 

匯岑塹。  涙秘蕗。峭嗤峠貧肇眉蕗。 

  峠蕗  嗤咐嗤剩。秘蕗恬峠蕗障奉剩。 

  貧蕗  涙剩涙咐。秘蕗恬貧蕗呀隼。 

  肇蕗  涙咐涙剩。秘蕗恬肇蕗呀隼。 

 

一、知韻。  入声無く、ただ平上去の三声有るのみ。 

 平声  陰有り、陽有り。入声を平声と作すは倶に陽に属す。 

 上声  陽無し、陰無し。入声を上声と作すも亦た然り。 

 去声  陰無し、陽なし。入声を去声と作すも亦た然り。 

 

  梓嶄圻咄韻巓箆徭會云。健蕗蛍峠愼宀。僚涙秘蕗。參秘蕗塗秘峠貧肇

眉蕗匆。嶄待。塗秘眉蕗宀。鴻凪韻串。飛嗤嘉宀夸云韻徭怎厶。嗽垰。忖

艶咐剩宀。咐剩忖峠蕗嗤岻。貧肇障涙。貧肇光峭匯蕗。峠蕗鏡嗤屈蕗。嗤

貧峠蕗。嗤和峠蕗。嶄待。峠蕗障嗤貧峠和峠岻蛍。徽嗤嗤咄涙忖岻艶。嶄待。
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拝貧肇屈蕗。仏噐鞘嶄。仏噐韻重。涙喘咐剩。立蛸簡嶄叙辛匏凪蕗串。緩

徭隼岻尖匆。嗽圻慕軟箭垰。秘蕗塗秘峠貧肇眉蕗宀。參鴻凪兀韻。葎恬簡

遇譜串。隼柵簾冱囂岻寂。珊嗤秘蕗岻艶。群緩巓箆侭冱。吭奉匯香。固蕗

峪蛍峠愼。峠鏡蛍咐剩。秘塗眉蕗。參鴻兀韻。冱囂岻寂。珊嗤秘蕗。嚥緩

侃岑韻匯准侭冱。吭吶恬喘。障自㌢栽。立臼爆幹徭署圷岻臼繁。臼繁窟咄

涙秘蕗。絞韻呀咀岻。秘塗眉蕗。埋葎鴻韻。呀臼咄云嗤岻並糞。遇朔兵辛。

巓箆侭僚冱囂岻寂珊嗤秘蕗宀。固祥坊掴寄悶遇羨冱串。 

    賠瑚墮簡爽屎韻云。巓蟻賠嶄圻咄韻双叫闡臭剩吉噴湘何。秘蕗夸參岻

塘船眉蕗。箭垰鴻凪兀韻。葎恬簡遇譜。參嚠容岻。秘葎册咄。圀距凧蕗。

駅亞眉蕗。絞群秘蕗岻屎肝賠咄廬貧蕗。屎彷恬峠。肝彷恬肇。昧咄廬亅。

兵嗤侭拷串。互芦埋隆苧冱凪尖。遇嚠霞凪寄待泌緩。頁呀墓屬巓箆岻吭宀

匆。 

    苧藍脉蟻爆舵。式范鋲籀嶄巒畠韻坪。茅喘巓箆峠蛍咐剩翌。肇秘呀峻

蛍咐剩。崛賠巓虻嶷匡嶄巒畠韻。葡核倣園韻僥驪帷。夸貧蕗呀蛍咐剩。噐

頁峠貧肇秘膨蕗。蔚遇葎伊蕗厶。嗽藍箆爆舵豢貧蕗嗤咐剩宥喘岻匯箭。巓

葡幗慕譲咀岻。藍箆拝薦擣巓蟻賠咐剩叙式峠蕗岻掲。嗽賜僚圷扮爆社。肇

貧隆晦音蛍咐剩。巓箆蒙侶佃。福岻串。敗吭圷爆蟹隈。梢捷泌採。藍脉蟻

扮。軸厮音勧。藍箆吉侭胎宀。譲祥輝扮瀬濃秤侘羨冱。瀬濃岻掴臼爆嶄。

貧肇埋駅蛍咐剩。徽佃參服圷扮圷爆岻梧蟹呀鹸泌頁匆。巓箆壓輝扮痛娼噐

咄舵岻繁。噐緩侃苧僚涙咐涙剩。涙剩涙咐。徭會嚥軟箭岻嶄。呀匯壅冱岻

音厮。鉱噐朔猟得胎協鯉膨噴遍坪。嗽蒸涙匯囂膚式貧肇岻咐剩宀。頁蒸掲

侶佃攻芦。賜根冊瑜瑁岻看苧厶。夘貧肇秘岻裂咐剩。壓圷扮臼爆岻梧赤嶄。

駅喘音欺。絞巓箆緩侃廨胎輝扮爆赤宀。痛僚貧肇音蛍咐剩。隆駅巓箆音岑

凪嗤咐嗤剩匆。嗅岻膨蕗岻秘。臼爆嶄涙岻。絞巓箆垰涙秘蕗。掲巓箆音岑

蕗岻嗤秘匆。藍箆岻擣。屎辛音駅。除繁藍湿倉螾速爆霧胎業爆。僚臼咄云

涙咐剩。絞咐剩壓臼爆嶄。音駅蛍艶。凪侭冱肇圷扮臼爆岻秤趨吩垓。厚音

辛匯古胎匆。 
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 『中原音韻』の周徳清の自序には、「夫れ声の平仄に分かつは、入声無

く、入声を以って平上去の三声に派入するを謂う。（中略）三声に派入す

るは、其の韻を広ぐるなり。才有る者の如きは則ち本韻にて自足す。」と

あり、また、「字の陰陽に別るるは、陰陽の字、平声に之有るも、上去倶

に無し。上去各々一声に止まるも、平声独り二声ありて、上平声有り、下

平声有り（中略）平声倶に上平・下平の分有るも、但だ有音無字の別有り。

（中略）且つ上去の二声、句中に施し、韻脚に施すは、陰陽を用うる無し。

惟だ慢詞 9）中に僅かに其の声を曳くべし。此れ自然の理なり。」と述べら

れている。そして、「起例」には、「入声、平上去の三声に派入するは、以

って其の押韻を広ぐるなり。呼吸言語の間、還た入声の別有り。」とある。 

 この周徳清の記述は、すべてその意図が終始一貫している。声調を平仄

に分けるが、ただ平声のみが陰陽に分かれ、入声を平上去の三声に配当す

るのは、それによって押韻の幅を広げるためであるが、実際の話ことばで

は、なお入声があるということである。以上とこの知韻の一節での記述と

は、意義・役割ともにまったく一致している。ただし、北曲は金・元の北

方人から始まったものであり、北方人の発音には入声がないために韻もこ

れに従ったのである。入声を三声に振り分けたのは、韻を広げるためでは

あるが、同時にもともと北方音の事実があって初めて可能だったのである。

周徳清のいう「呼吸言語の間、還た入声有り」とは、南北全体の情況に基

づいて言ったのであろう。 

 清・戈載『詞林正韻』では、次のように述べている。 

 「周徳清の『中原音韻』では、東・鍾・江・陽などの十九部を列挙し、

入声は三声に配当している。凡例に、このように押韻の範囲を広げている

のは作詞の便のためであるといっている。私の推察では、入声が‘唖音
あくいん

’

であるため、音を長く伸ばそうとすると、どうしても三声に合わせなけれ

ばならない。したがって、入声の正次の清音はすべて上声に、正濁は平声

に、次濁は去声とするように、音によって転協してこそ、あるべき位置に

落ち着くのである。高安（周徳清）はその理を明確に述べていないが、考
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えるに以上が大略であろう」。これも周徳清の意図を疏證したものといえ

る。 

 明・王驥徳『曲律』、范善溱『中州全韻』では、周徳清のいう平声以外

の去声・入声もすべて陰陽に分けている。そして、清・周昂重訂の『中州

全韻』、沈乗倣編の『韻学驪珠』になると、上声も陰陽に分け、平上去入

の四声が二倍の八声になっているのである。また、王驥徳『曲律』は上声

の陰陽通用の一例をあげ、周、沈の両氏もこれにならっている。王驥徳は、

周徳清が陰陽は平声のみにあるとしたことを強く非難し、元代の曲作家は

まだ去声と上声を陰陽に分けていず、周徳清はただ難しいから省いたのだ

としている。私の考えでは、元曲の歌唱法がつまるところどのようであっ

たのか、王驥徳の時代には伝わっていず、彼らの論はすべて当時の昆腔の

情況から述べたものであり、昆腔の南北曲では上声・去声が陰陽に分かれ

ているが、それを元代元曲の歌唱の基準とするのは難しい。周徳清は当時

にあって音律に精通した人物であり、ここではっきり「陰無く、陽無し、

陽無く陰無し」と述べ、自序や起例でも再三言及している。後部の定格四

十首の評でも、上声・去声の陰陽については一言も触れていないことから

も、決して難しいから省いたり、適当にごまかしたのでないことは明らか

である。 

 おそらく、上声・去声・入声の陰陽の区別は、元代の北曲音楽では用い

ることができなかったのではないか。周徳清がここでもっぱら当時の曲楽

を論じて、上声・去声は陰陽の区別がないといっているのは、必ずしも彼

が陰と陽があることを知らなかったためではない。特に四声のうち入声は

北曲にはなく、周徳清が入声がないというのも知らなかったからではなく、

王驥徳の非難は不当である。近人の王季烈『螾廬曲談・論度曲』には、北

方音にはもともと陰陽がなく、北曲では陰陽を区別する必要がないとある

が、これは元代北曲の情況からさらに乖離しており、いっそう同列には論

じられない。 
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屈  夛囂 

辛恬赤軒囂。将雰囂。爺和宥囂。 

    隆夛凪囂。枠羨凪吭。囂吭障互葎貧。玉嫗看屡酒。吭圀勝。海鐙勣劈

弦吋諾。遍硫㌢照。夛囂駅拭。喘忖駅母。湊猟夸嗹。音猟夸没。猟遇音猟。

没遇音没。勣吠鉱。嗽吠油。鯉距互。咄舵挫。劃忖涙。峠愼糧。 

 

作して可きは、楽府語・経史語・天下の通語。 

 未だ其の語を造らざりて、先ず其の意を立つ。語と意、倶に高きを上と

為す。短章、辞は既に簡にして、意は尽くさんとす。長篇、腰腹飽満、首

尾相い救うを要す。造語必ず俊にして、用字必ず熟すべし。太だ文なれば

則ち迂、文にあらざれば則ち俗、文にして文ならず、俗にして俗ならず。

観を聳て、又た聴を聳て、格調高く、音律好く、襯字無く、平仄穏やかな

るを要す。 

 

    梓參貧痛辛恬岻囂眉嶽。赤軒囂峺猟囘岻囂。吶㌣和猟葮冒囂訳。 

    藍箆爆舵嶄嗤爆鋤膨噴夸。将雰囂凪匯匆。藍箆岻侭鋤。遇葎巓箆岻侭

賓。豢緩呀辛需圷苧爆廠延濡岻匯胃厶。固圷爆蹤冒謎克。涙侭音崛。将雰

為社。障工駁撚。苧參朔爆。廠仇囹迫囹姚。揖匯将雰囂。匯賓岻遇匯鋤岻

宀。緩匆。嗽侭僚将雰囂。辛恬曾盾。匯峺将雰撹囂。軸和猟侭僚畠鞘囂。

爆嶄音形哈喘。匯峺将雰鞘隈。夸爆嶄涙庁径噫仇。仔巓佛製爆乢囂云。爆

岻悶涙麿。音狛伊忖勝岻。垰富哈淵汐。謹窟爺隼遇厮。凪吭固僚爆嶄倬富

喘猟冱。謹喘囂悶。淵汐云宀。音哘峺将雰撹囂。蒙峺将雰嶄岻鞘隈嚥可創

串。 

    爺和宥囂。峺輝扮爺和宥佩岻囂冱。圻慕巓箆徭會嶄壘購孱易瀧岻恬

堝。韻慌便徭隼岻咄。忖嬬宥爺和岻囂。軸僚緩匆。藍箆爆舵堝。臼爆圭冱

扮喘。遇掴爆音誼喘宀。參臼囂侭瓜宀鴻。寄待㌢宥。遇掴夸輿咄光福燭音

揖。秘爆夸音嬬宥∮絞匆。凪傍並怎葎證。 

    看屡酒。吶圀勝。勝痛㌣勝岻吶。僚看屡厮酒。吭夸音辛參音㌣姥巓崛。
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掲僚博勝。辛參匯洩涙噫匆。 

    劈弦吋諾。軸圷杷耳侭僚件遊幎暁迂硫岻幎暁匆。遍硫㌢照。軸藍箆爆

舵胎鞘隈嶄侭僚貧和哈揮岻傍匆。崛賠繁装烈墮簒古。夸叟遍硫嚥劈弦葎兵

嶄嶮。僚兵勣根們嗤業。嶄勣忿罪勝延。嶮勣單嗄音淳。忿罪勝延。軸國噐

吋諾岻嶄。 

    猟遇音猟。没遇音没。頁爆岻徭隼蓑業。固簡将盾慧遇葎爆。圻參嬬没

葎麼。徽爆葎栽赤岻韻猟。爆距岻鞘隈嗽釐隼嗤協。飛匯龍箔没。崛豢歓喘

囂悶。夸嗽米佃侃侃栽距。埋嗤劃忖一隈。嶮音怎參照蔀。嗤掲墫參猟冱音

辛宀。豢頁爆嶄參没葎麼。嗽倬參猟葎絹。匯嶽音猟音没。呀猟呀没。猟遇

音猟。没遇音没岻秤侘。痛匯協遇音辛卞叟厶。巓箆僚湊猟夸嗹。音猟夸没。

嗅掲冥坿岻傍。 

    咄舵才。苧蛎侭療臼幸簡射侭哈恬咄舵挫。簡射壌極双硬書瞳簡寄崋匯鐙。軸

廬墮噴隈岻寄古匆。 

 

 以上は、用いてよい語三種である。「楽府語」は文雅の語をいうが、詳

しくは「枸肆語」の項を参照。 

 王驥徳『曲律』に｢曲禁｣四十則があり、「経史語」10）はそのひとつであ

る。王氏は禁止しているが、周氏は称揚しており、この点からも元明の曲

境変遷の一斑がみてとれる。元曲は豪放放恣かつ奇特、対象としないもの

はなく、経・史・子の語もすべて駆使するのである。明代以降、曲の境地

は次第に狭くなってゆき、このように同じ「経史語」でありながら称揚さ

れたり禁則されたりするに至る。また、いわゆる「経史語」にもふたつの

解釈が考えられる。ひとつは、「経書史書の成語」であり、下文でいうと

ころの「全句語」で、曲では引用することができる。もうひとつは「経書

史書の句法」で、曲中ではこれにならうことはできない。 

 黄周星『製曲枝語』に「曲の体とは他でもなく、‘少引聖籍、多発天然’

の八字で言い表すことができる」とある。彼の意図は、曲では文言をあま

り使わず、口語を多く使うということであろう。「聖籍云々」は、経書史
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書の成語と考えるべきではなく、ただ経書史書の句法と材料を指している

のである。 

 「天下通語」とは、当時の世の中に通行していたことばである。周徳清

が自序で関漢卿・鄭光祖・白樸・馬致遠の作品を賞賛して、「韻共に自然

の音を守り、字能く天下の語に通ず」11）と述べているのがこれである。王

驥徳『曲律』には、「北曲方言は今でも用いるが南曲が使えないのは、北

方語のカバーする範囲が広く大体において通じるのに比べ、南方では方言

が各省郡で異なるため、曲に用いると理解できないからである」とある。

ともに十分に説得力のある説である。 

 「辞既に簡なれば、意を尽くさんとす」の「尽くす」は、「詳尽」の意

であり、ことばは簡潔で、述べようとする内容は詳細かつ周到でなければ

ならないということであり、「窮尽」のあますところなく言い尽くすとい

う意味ではない。 

 「腰腹飽満」とは、元・喬吉いうところの「鳳頭猪肚豹尾」12）の「猪

肚」である。「首尾相救」とは、王驥徳『曲律・論句法』でいう「上下引

帯」の説 13）である。清・劉熙載『芸概』では、「首尾」と「腰腹」を「始

中終」と変え、「始は含蓄有度を要し、中は縦横尽変を要し、後は優遊不

竭を要す」14）としている。「縦横尽変」で「飽満」の「中」を寄託してい

る。 

 「文にして文ならず、俗にして俗ならず」は、曲の自然な表れである。

詞が解放されて曲となったのであるから、本来俗でありうることを主とす

る。しかし、曲は楽に合わせた韻文でもあるため、曲調の句法もまた明確

に定まっている。もしひたすら俗のみを追求して、すべて口語を用いたり

すれば、どうしても不協和なところが処処にでてくる。襯字 15）をつける

という方法もあるが、解決には不十分である。どうしても文言も混ぜて用

いなければならない。曲においては俗を主とし文を従とする、一種の「文

にあらず俗にあらず、亦た文にして亦た俗、文にして文にあらず、俗にし

て俗にあらず」という事情が、一定で変更できないものである。周徳清の
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いう「太だ文なれば則ち迂、文ならざれば則ち俗」は、探源の説とはいえ

ない。 

 「音律和」を、明・陳所聞『北宮詞紀』は引用して「音律好」としてい

る。 

『北宮詞紀』巻頭に「古今品詞大旨」一篇を配して、十法の大概を転載している。 

 

 

 音辛恬没囂。濁囂。敲囂。狆囂。偏囂。 

 

 作すべからざるは、俗語・蛮語・謔語・嗑語・市語。 

 

    梓徭没囂匯和。慌双音辛恬岻囂噴眉嶽。没囂敲囂屈鋤。尢岻圷繁岻恬。

賜巓箆失恬。峻音栽。音駅鋤匆。和猟屡嗤葮冒囂匯訳。夸緩侃岻没囂厚辛

福。濁囂峺間汗際跂岻囂。狆囂峺煖澡末仄岻囂。 

 

 「俗語」以下、用いるべきではない語、計十三種をあげている。「俗語」、

「謔語」の二つの禁則は、元人及び周徳清自身の作品を検証しても事実と

異なっており、禁止する必要はないといえる。さらに、下文に「枸肆語」

の一條があることからも、この「俗語」は除外したほうがよい。「蛮語」

とは粗雑で荒っぽい語であり、「嗑語」とはくどくどとした取るに足りな

い語である。 

 

 圭囂 各侃㍗霧匆。 

 

 方語 各処の郷談なり。 

 

    梓巓箆麼嫖恬爺和宥囂。遇音麼嫖恬偏囂嚥圭囂。葎凪叟扮叟仇。繁謹

音盾匆。藍箆爆舵墫胎堝。弊嗤音辛盾岻鮒。遇音辛綜嗤音辛盾岻爆。爆岻
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音辛盾。掲秘圭冱。夸喘踏並岻絞匆。嗽藍箆爆鋤岻嶄。呀嗤圭冱麿圭繁音

∮匯訳。緩埋嚥圷爆秤侘。謹侭音栽。徽喘吭糞崛屎拝輝。仔巓佛製爆乢囂

堝。爆嗤眉叟。辛喘劃忖劃囂。匯匆。匯孵岻嶄韻辛嶷兀。屈匆。圭冱抖囂

処辛縛聞。眉匆。辛需爆社徭栖音鋤圭冱。圷爆岻嶄。嗽嚮參簡創戟源。猟

嵎墫彼葎酷宀。圭冱輝囹掲凪侭鋤匆。隼囂冱埋自哘秘爆。遇侭秘宀葎爺和

宥囂。夸爺和勝宥。朔弊叟∮。飛葎偏囂圭冱。夸埋宴楯匯扮。各酔匯仇。

勣涙參苧豢爺和朔弊。頁徭㍉凪猟忖岻恬喘厶。辛窄。書晩婢螺圷爆。耽逗

噐侭嗤輝扮圭冱。音嬬勝盾。咀遇受佶。辛需爆社喘囂。卷宥卷圭。暮旋暮

墾厶。傍宀賜峺圷爆輝佩。痛畠正輝扮圭冱。拝剃書繁製爆宀。駅參圷圭冱

秘爆。僚音泌緩音怎參秘圷繁岻片。帽寔耕盈岻胎匆。健爆岻侭參葎爆。痛

壓參囂叟猟。峠耶牌俳∮芥。墓鯛拭訪岻箸串。圷爆岻侭參葎圷爆。耕壓悶

毒岻俛侮裟濯。賑字岻再鬼爾埆。難廨変窄輝扮匯屈圭冱譯。書繁葎爆。飛

秘書扮圭冱。嗅辛傍匆。飛廨參弸憤圷囂葎酷。遇麿涙侭嗤。軸僚厮誼圷咄

宀。頁珊帷遇茄蕣匆。凪嶮音嬬秘圷繁岻片厶。 

 

 周徳清が天下通語を用いることを主張し、市語と方言の使用を否定して

いるのは、時代が変わり地域が変われば、人は理解できない語が多くなる

からである。王驥徳『曲律・雑論』には、「世の中には解釈不能の詩はあ

りうるが、理解できない曲があってはならない。曲が不可解なのは方言が

入っているからではなく、僻事を用いているからである」とある。また、

王驥徳は「曲禁」において、「方言 他方人不暁」の一條がある。これは

元曲の情況に合わないところも多いが、その配慮はきわめて正当である。

黄周星『製曲枝語』には、「曲には容易な点が三つある。襯字、襯語を用

いてもよいことが、第一。一折の中に、重韻してもよいことが、第二。方

言や民間の口語を何でも思いのまま用いてよいことが、第三」とある。 

 このように、曲家はもともと方言は禁止していないのである。また、元

曲においては、一貫して用語の素材が豊富で文質が渾然と入り混じってい

ることを尊重してきたのであるから、方言も当然禁止の対象とはならなか
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った。このように、口語は曲にきわめてふさわしいが、「天下通語」を用

いれば、世の中すべてに通じ、後世でも理解が容易である。もし、市語や

方言を用いると、その時代やその土地ではもてはやされるかもしれないが、

世の中全体や後世には理解されないであろう。こうして文字が限定される

ことになるのも当然のことである。 

 今日、元曲の鑑賞に際して、その中の当時の方言に苦労し、完全に理解

することができないために興がさめてしまうのである。このように、曲作

家の用いる語は「天下通語」でも「方言」でもよく、いずれが利でいずれ

が害ともいえない。ある者は元曲の専門家がすべて当時の方言によってい

たことを指していい、さらに今日の曲を作ろうとする者に元代の方言を用

いて作るように励まし、そうしなければ元人にならうことはできないなど

というのである。これはまったくの無知蒙昧の説である。そもそも曲の曲

たる所以は、文言にかえて口語を用い、平易でわかりやすく親しみがあり、

ゆるやかであっさりした趣をもつことにある。また、元曲の元曲たる所以

は、もとより体魄の雄深豪邁、気勢の浩蕩激越にあり、当時の一、二の方

言を頼みとするようなことはない。今人が曲を作るときに、もし現在の方

言を入れても、なにも問題はない。もし、もっぱら元代のことばをつなぐ

ことを評価し、他はなにもないとしたら、たとえ元代の音を体得したとい

っても、それは本末顛倒である。結局は元人にならって成果を得ることな

どできないであろう。 

 

 

 慕伏囂 慕岻崕貧。㌣盾圭∮。梧夸暢岑侭堝。 

 

 書生語 之を紙上に書し、詳に解して方めて暁る。歌えば則ち云う所を

知る莫し。 

 

    梓慕伏囂峺灸嶷枝必岻冱。軸藍箆爆鋤嶄岻湊猟囂嚥湊枝囂曾訳匆。爆
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鋤嶄総嗤慕伏囂匯訳。夸峺囂嗤伊紘賑宀。固艶匯吶。 

    慎震湊才屎咄惇噐緩准挑鞘梧夸屈忖恬縺夸。隆頁。 

 

 「書生語」とは、典故に凝り固まった晦渋の語である。王驥徳『曲律・

曲禁』では、「太だ文なる語」と「太だ晦き語」の二条としている。「曲禁」

ではこの他に「書生語」16）の一条があるが、これは八股文の風気がある

ことばをさしていて別の意味である。 

 康刻『太和正音譜』では、このくだりの末句の「歌則」を「遽則」の二

字にしているが、誤りである。 

 

 

 璽攴囂 訣缶硬嗤岻。音辛岷峰。託匯尚。託匯麗辛匆。 

 

 譏誚語 諷刺古より之有るも、直述すべからず。一景に託し、一物に託

しては可なり。 

 

    梓璽攴囂峺企看震院。蕉業騷倭岻囂。 

    圷爆託尚麗參恬訣缶岻喘宀。嬬訟岻箭。立蝦苧鋲畉臭駄験海壇遭屈

遍。侭參缶悸㌢荻冲宀匆。苧爆嶄茅墫丞勧謎音柴翌。柊爆泌藍斗岻劾爺徨。

參詠成鞍缶輝扮幡冕。呀頁凪箭。隼遇柊爆岻嶄。埋壓苧繁。緩吉恬呀音謹

需。固爆賓⑪詩墓慧。寄丘參耙丶鏑卓竃岻。勝秤岷峰遇厮。音肋凉蔑。呀

例唸閲蕊。鮒縮岻嶄。簡謹誼曳佶。遇爆謹誼験。耕葎音辛凉岻治匆。 

 

 「譏誚語」とは、ことば使いが刻薄で、度量の偏狭な語をいう。 

 元曲では、景物に託して諷刺するという方法を用いた例としては、ただ、

曹明善の「岷江緑賦長門柳二首」17）の丞相伯顔を諷刺した作品がある。

明曲では、雑劇伝奇以外で、散曲では王磐の【朝天子】18）が喇叭を詠じ

て、当時の権力者であった宦官を諷刺しているのもこの例である。しかし、
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散曲では明人にこうした作品はあるものの、多くは見られない。これは、

曲が顕豁疏放を尊び、ほとんどが嬉喜怒罵して不満をぶちまけ、思いを直

に述べ尽くすからであろう。ことばを飾る暇もなく、何かを忌み避けるこ

ともなかったのである。詩教のうちで、詞はより多く比興の教えをとり、

曲はより賦の教えをとっていることが、明らかにみてとれる。 

 

 

 畠鞘囂。 玉嫗赤軒。暦遊貧音辛謹喘畠鞘。珊頁徭羨匯社冱囂葎貧。畠

鞘囂宀。立勧謎嶄暦遊貧喘緩隈串。 

 

 全句語 短章の楽府、務頭上に多く全句を用うべからざりて、還た是れ

自ら一家の言語を立つを上と為す。全句語なる者は、惟だ伝奇中の務頭

上に此の法を用うるのみ。 

 

    梓畠鞘囂峺哈喘撹囂遇屁凱畠鞘。音紗儒加宀匆。暦遊岻傍㌣和猟。 

 

 「全句語」とは、成語を引用するとき、一部ではなく全句をそのまま用

いることをいう。「務頭」については、下文参照。 

 

 

 葮冒囂 音駅勣貧崕。徽峪勣挫油。没囂。敲囂。偏囂。峻辛。念渦堝。

瞬偏弌綜。蟹錫仟槫吭。撹猟嫗垰赤軒頁匆。赤軒弌綜曾余。赤軒囂辛秘

弌綜。弌綜囂音辛秘赤軒。 

 

 枸肆語 必ずしも紙に上らすを要さず、但だ好く聴くを要し、俗語・謔

語・市語、皆可なり。前輩云う、「街市の小令、尖新茜意を唱う。文章

を成すを楽府と曰う」。是なり。楽府小令、両途にして、楽府の語小令

に入るべくも、小令の語楽府に入るべからず。 
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    梓葮冒嗅鞘生岻僚。亥處墫丞。嗄老嚔赤岻侭。葮冒囂僚葮冒嶄宥佩岻

爆嶄西囂匆。勣貧崕軸貧猟勣吠鉱岻傍。貧崕侭參鉱串。臼幸簡射墮瞳簡寄

崋廣葮冒囂堝。辛油音辛貧崕。 

    念渦堝參和。需凰掴屮菴岻蟹胎嶄。圻猟垰。撹猟嫗垰赤軒。嗤硫蕗兆

耗方。扮佩弌綜蚕匐隅。耗方輝嗤赤軒賑龍。赤軒音辛貌耗方。瞬偏弌綜。

蟹錫仟抻吭。緩蟹胎方囂。泌剩敢易僣。蝓勾村。湊才屎咄惇。臼幸簡射。

幗慕峻墮岻。立忖鞘光云嗤異。蝓勾村評肇瞬偏崛抻吭噴匯忖。屎咄惇貫噴

壌云剩敢易僣。錫仟恬錫梧。臼幸簡射侭墮。噐撹猟嫗貧嗤圷孕徨虻堝励忖。

頁巓箆侭僚念渦。軸指孕地頫匆。巓箆恬槫吭。噫云恬抻吭。槫嚥抻。爆嶄

耽宥喘。剩敢易僣墮装奥嶢葱塞匐挑鞘。岷蹈欠送抻。唳烈赤軒軸恬槫。頁

凪屬匆。冠猟吭。哘僚赤軒僅音辛貌耗方嚥瞬偏弌綜。咀屈宀峪函梧蟹錫仟。

怎參赤吭。遇音綱簡鞘泌採匆。固屡垰撹猟嫗垰赤軒。軸僚赤軒岻猟忖。駅

将狛猟僥貧岻盲勹。泳撹耗岻海簡。嚥瞬遊岻抖蟹。徽函蕗咄鬼繁。謹涙猟

尖。赤軒綱嬬貌岻壞。緩侃侭僚弌綜。廨峺偏小弌爆遇冱。掲噸宥簡爆嶄岻

侭僚弌綜匆。絞藍脉蟻爆舵壌眉胎弌綜垰。巓箆僚赤軒弌綜曾余。赤軒囂辛

秘弌綜。弌綜囂音辛秘赤軒。隆駅凪隼。麦侭僚弌綜。固偏小侭蟹弌爆匆。

慎震湊才屎咄惇豢巓箆赤軒囂辛秘弌綜曾鞘個恬匯鞘垰。赤軒囂辛恬赤軒。

固隆苧緩侃弌綜岻侭僚。絞個圻猟撹瑜瑁囂匆。 

    象緩。巓箆侭僚挫爆徨宀。凪簡駅撹猟嫗。駅葎撹猟嫗宀兵俯凪輝赤軒

岻各。泳瞬偏弌綜。耕涙猟嫗。軸殆嚥汽簡並佩岻耗方。呀亙嗤猟嫗辛冱。

絞呀繍凪嚥赤軒蛍蝕傍。鉱和猟及膨隈喘忖坪。嗤耗方嶄辛姜葎赤軒宀嬬叱

匯囂。痛吩岑巓箆岻崋。督嶷汽簡岻弌綜。峺噸宥侭僚弌綜。遇和猟膨噴遍協

鯉。畳掲坦坦隼僉協宀厶。 

 

 枸肆はほぼ勾欄という意味で、雑劇を上演する、遊戯、娯楽の場所であ

る。「枸肆語」とは、その枸肆において通行している曲中のいいかげんな

ことばである。「紙に上らすを要す」とは、上文の「観を聳つを要す」こ

とである。紙に書き記すから「観る」のである。『北宮詞紀』の「品詞大
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旨」では、「枸肆語」に注をして「聴くべきも、紙に上らすべからず」と

している。 

 先輩方は次のようにいっている。 

 燕南芝庵の『唱論』の原文には、「文章
あ や

のあるものは楽府といい、尾声 19）

の有るものは套数、今流行している小令は葉児と呼ぶ。套数は楽府の趣き

を備えているほうが望ましいが、楽府は套数のようであってはならない。

街頭の小令などは、新奇を求め耳に心地よく唱うものだ」とある。この『唱

論』のくだりは、『陽春白雪』・『輟耕録』・『太和正音譜』・『北宮詞紀』な

どの諸書にすべて記載されており、ただ字句が各本で異なるだけである。

『輟耕録』は「街市」から「倩意」までの 11 字を削っている。『太和正音

譜』は十巻本『陽春白雪』に従って「尖新」を「尖歌」としている。『北

宮詞紀』は、「成文章」の前に「元趙子昂云」の 5 字があるが、この周氏

のいう先輩とは趙孟頫を指している。周徳清の「茜意」は、その他の書で

は「倩意」となっているが、茜と倩は曲注では常に通用させている。『陽

春白雪』には、劉秉忠の【乾荷葉】末句「直恁風流倩」がとられており、

『雍熙楽府』ではこれを「茜」としているのがその証しである。 

 この文意を推察するに、楽府は套数や街頭の小令のようであってはなら

ないということであろう。なぜなら、この二者はただ新しい歌い方をして、

楽しく聞けばよく、詞句がどうかは問わないからである。「文章を成すを

楽府と曰う」とは楽府の文字が文学的にこなれたものでなくてはならない

ということである。一方は套を成す長篇と街頭の俚歌であり、ただその音

楽が人を動かせばよく、文理のないものが多いのであるから、楽府が同じ

であってよいはずがない、ということである。ここでいう小令とは市井の

小曲をさしており、一般の詞曲の小令とは異なる。従って、王驥徳『曲律』

の巻三「論小令」では、「周氏のいう‘楽府小令、両途なり。楽府語小令

に入るべくも、小令語楽府に入るべからず。’は、必ずしも正しくない。

小令とは、市井で唱われる小曲である」といっている。康刻『太和正音譜』

では、周徳清の「楽府語小令に入るべし」の両句を一句に改めて「楽府語
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楽府を作すべし」としている。これでは何を小令というかが不明で、原文

を改めてわけのわからないものにしてしまっている。 

 これによると、周徳清のいう「好曲子」とは、その詞が文を成していな

ければならず、文を成すものであって始めて楽府と称することができるの

である。一方の「街市小令」はもともと文なく、本来は単詞と平行して作

られた套数もまた見るべき文をもつものは少ない。したがって、こうした

ものと楽府とを分けて論じることは、下文「第四法・用字」のなかの「套

数中に摘して楽府と為すべきもの 20）能く幾ばくかあらん」という一語で、

いっそう周徳清の主旨がわかるのである。単詞の小令（普通に謂う所の小

令を指す）をきわめて尊重したのであり、下文の四十首の定格も、決して

いいかげんに選択したのではない。 

 

 

 嫖嬉嗟囂。 耳芦霜畑⑮邦冤致花。嗤噐崗嬬催涙伉宀。圀⑮郊旋毘凪笥。

恬邦鷲徨幣繁。徭僚誼吭。挑鞘堝。壼佃祇邦致涙住。鉱凪畠鹿徭兆岻垰

赤軒。恬宀輝參葎巡。 

 

 張打油語 吉安・龍泉県にて、水、米倉を淹う。于志能とて、無心と号

す者有りて、県官に其の口を利もて塞がんとし、水仙子を作りて人に示

す。自ら意を得と謂いて、末句に云う。「早難道水米無交」21）。其の全

集を観るに自ら之に名づけて楽府と曰う。作者当に以って戒めと為すべ

し。 

 

    梓爆岻葎爆。撚看屡否囂悶。函可嗽自鴻搏。恬宀音風。強叟送噐没具

間栄匯余。正嗤念緩屈巡。痛哘岑嵎朴慧枢岻嶄。挽參吭箸葎嶷。宴閲肇俯

謹舒徴具祇厶。 

 

 そもそも曲は、ことば使いは口語を許容し、素材もまたきわめて広範囲
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なために、作者はややもすると俗悪粗野の方向に流されがちである。上述

のふたつの戒めを通じて、素朴にして自由闊達でありながら、なお意趣を

重視すれば、多くの邪魔悪道をさけうると知るべきである。 

 

 褒蕗京塹囂。 泌絞忽鉱高埴隆拷頁匆。健赤軒酷壓咄舵箝疏。採痛郡秘

取佃岻㍗。緩悶音辛涙。呀音辛廨吭恬遇梧岻。徽辛葮冒嶄易廷串。 

 

 双声畳韻語 「故国観光君未帰」の如きは、是なり。夫れ楽府の貴きは、

音律の瀏亮に在り。何ぞ乃ち反りて艱難の郷に入らんや。この体無くべ

からざるも、亦た意を専らにして作り之を歌うべからず。但だ、枸肆中

の、白念に可きのみ。 

 

    梓絞忽鉱高埴隆拷。痛輝扮爆嶄囂。腕凪京喘褒蕗京韻岻忖中。響岻佃

油匆。緩窃岻喩封宀。泌圷蝉坩菜析励恬頚魚隅耗。畠鹿嶄巒咄韻遇撹。貫

叫造欠強松柵。油僑潴協商尠観。李稼達栩鴻仔束云云。需簡爽姜豔吉慕。

固拿悶遇嗽具祇宀厶。 

    慎震湊才屎咄惇嶄。埴隆拷恬埴城拷。掲。挑屈鞘恬呀音辛廨吭恬。甲

姥匯社岻悶。峪挫豢葮冒嶄廷串。 

 

 「故国観光君未帰」は、当時の曲のことばであるが、双声・畳韻の文字

をかさねて用いているため、音が美しくないのを嫌ったのであろう。この

類で特に甚だしいのは、元代梨園の黒老五による套数【粉蝶児】がある。

全套、中州音韻から成る、「従東隴風動松呼、聴叮嚀定睛目争覰、望蒼茫壙

広黄蘆。云々」というもので、『詞林摘灎』などの書にとられているが、

俳体 22）でありまた悪道の作品である。 

 康刻『太和正音譜』では、「君未帰」を「君倦帰」としているが間違い

である。末二句は、「亦た意を専らにして作るべからず。姑く一家の体に

備え、只だ枸肆中に於いて念ずるに好きのみ」としている。 
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鎗忖眉塹囂。 念渦巓巷父屓勧謎湊峠綜云。笥栖詩蝕曾微。廉㍍芝醍隻

驎云。策油匯蕗値妾。云幸兵嶮音揖。塹重障喘峠蕗。飛墫匯貧蕗。厚奉

及屈广。峻豢暦遊貧聞。除嗤孵告綜。峻屈忖匯塹。音蛍暦遊。呀音哉寡。

畠款夸厮。飛音款夸鞘鞘識笥綜厶。侭僚鮫拶音撹郡窃溌匆。歩音岑念渦

峭噐畠鐙嶄暦遊貧聞。參艶娼間。泌巉佛嶄⑪匯埖岻溝苧匆。辛嚥紛宀祇。 

 

六字三韻語 前輩の『周公摂政伝奇』【太平令】に云う、「口来豁開両腮」

と。『西廂記』【麻郎麼】に云う、「忽聴一声猛驚」、「本宮始終不同」。韻

脚倶に平声を用う。若し一の上声を雑（出）すれば、更に第二著に属す。

皆務頭上に於いて使えり。近きは【折桂令】有り。皆二字一韻にして、

務頭を分かたず、亦た喝采あらず。全て淳なれば則ち已む。若し淳なら

ざれば則ち句句ともに急口令なり。謂う所の「虎を画きて成らず、反り

て犬に類す」なり。殊に前輩の止だ全篇中務頭上のみに使い、以って精

粗を別かち、衆星中に一月の孤り明らかなるを顕さば、識者に与えて道

う可きを知らざるなり。 

 

    梓遜袤灸凱云豢飛墫匯貧蕗鞘岻墫忖和謹匯竃忖。圻慕巓箆徭會云。凪

佃夸嗤鎗忖眉韻。策油匯蕗値妾頁匆。嗽袋忱佚會云。嗤膨忖屈韻。鎗忖眉

韻宀。峻了崔嗤協。音辛宜崔遇剃仏。嗽梓孱高怕嗤絹撹藍巓巷父屓墫丞。

需硬書墫丞眉噴嶽坪。挑匯孵湊峠綜圻鞘云。繍笥栖詩蝕崛曾微。藍糞研廉

㍍芝及匯云及眉孵醍隻隅驎鐙圻猟云。策油匯蕗値妾。圻栖頁橡缶缶凡抵敬

木。及屈云及膨孵念距圻猟云。嚥云幸兵嶮音揖。嗽音頁賠匚療嶝。嗽音頁

仔祭恪量。嗽音頁日鵫丑件。圷盲湘撹蝓勾村墮嘶鹿豢刧朗貧療梧隅蟹匯鞘

曾韻岻孵告綜。鴬表有聾僴㌧欠云云。握凪仟謎。扮朗貧癖霧眉忽包査並。

痛験孵告綜云。霆嘸眉綱辿速。査跣佃喧。晩頂稗嘴。侮局掴瀘。海駁廉包。

薦詳叫伶。胆窄巓茲虫宝。丑健購嚼云蜒。爺方哢倡。夛麗核茅。療碑採泌。

丶験拷譯。峻屈忖匯韻。僚岻玉庠悶。 

    苧葡蟻憲綱爆墫冱云。圷繁巓蟻賠得廉㍍云。鎗忖嶄眉喘韻。泌囁嚴涙
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馨坪。策油匯蕗値妾。式囁胚戎瀧坪。徭硬㌢溺塘健。緩峻眉韻葎佃。嚠僚

硬溺愼蕗。健忖峠蕗。隆葎謎匆。音泌堝漸這腎坪。云幸兵嶮音揖。障峠蕗。

痛煮串。隼緩窃群圷繁峻嬬岻。音鏡廉㍍葎隼。泌敢尚扮爆云。遭逐諾爺玲

傴。喬尚云。越嶄諸撃便幸。嗽云。恪堺囁否裏碕。嶷氏扮爆云。溺隻曾㌢

斤輝。暴秤扮爆云。囁弟頚弃伏㌧。演芻歎㌧墫丞云。音形暢仕厘輝。曾弊咆

垉云。奕担來寄宴卓。梧玲洗敢銘云。膨圭伊残嵐溢。障鎗忖眉韻。糧薮垈

胆。麿賓隆叟旦訟。固覆忽簡社。互侃徭嗤壓。緩隔凪複室串。厘劾巓⑲藍

諜気鷲墫丞云。吭廨㏍念仍爺吉鞘。呀圷繁岻冉。 

    賠仍嫗鋩仰薙表廸簡三云。貧待。蝓勾村布云菴孵告綜。喀包査並。宥

悶屈忖眉蕗札叶。孕堝松呱參葎念繁侭隆嗤。拝哈析徨岑怎音疲。岑峭音机。

雰芝蟇饑諾控。汙舒諾概。參葎緩悶岻枠蕗。需孕箆广晞噫還深。隼谷鮒吁犁窄

聶嘶。窄嚥嘶。夸厮屈忖軸韻厶。和待。 

    嗽圭撹凍簡鮏壌眉僚巓箆參鎗忖眉韻葎佃。緩呀採佃岻嗤云云。音岑巓

箆侭僚佃宀。韻重畠峠。匯匆。暦遊貧聞。屈匆。猟忖畠款。眉匆。 

 

 陸貽典鈔本では、「若雑一上声」の「雑」の下に「出」の一字をつけた

している。 

 周徳清の原書の自序には、「其の難きは則ち六字三韻あり。忽聴一声猛

驚、是なり」とあり、また羅宗信の序でも、「四字二韻、六字三韻有るも、

皆位置定め有りて、倒置して逆に施すべからず」とある。さらに、鄭光祖

の『輔成王周公摂政』雑劇は、古今雑劇三十種では、末の一折の【太平令】

に、「将口来豁開至両腮」とある。王実甫『西廂記』第一本第三折【麻郎

児麼】の原文では、「忽聴一声猛驚、原来是撲刺刺宿鳥飛騰」、第二本第四

折同調の原文は「与本宮始終不同。又不是清夜聞鐘、又不是黄鶴酔翁、又

不是泣麟悲鳳」となっている。 

 元・陶九成『輟耕録』に、虞集が宴席で一句両韻の【折桂令】の「博山

銅細裊香風」云々の歌を聞き、その新奇を愛した、とある。ちょうどその

席上で三国、蜀・漢・魏の故事を閑談していたので、【折桂令】を作り、「鸞
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輿三顧茅芦。漢祚扶。日暮桑楡。深度南瀘。長駆西蜀。力拒東呉。美乎周

瑜妙術。悲夫関羽云殂。天数盈虚。造物乗除。問汝何如。笑賦帰歟」と詠

んだが、これがすべて二字一韻になっていたとある。これを「短柱体」と

いう。 

 明・沈徳符『顧曲雑言』では、次のように述べている。 

 「元代の周徳清は『西廂記』を評して、“六字中三たび韻を用う。〔玉宇

無塵〕の内に、‘忽聴一声猛驚’と、及び〔玉驄嬌馬〕の内に、‘自古相女

配夫’とするは、此れ皆三韻の難をなす”といっている。私は、‘古’と

‘女’は仄声、‘夫’の字は平声であるからおかしくはないと思う。〔雲歛

晴空〕の‘本宮始終不同’のように、すべてが平声でなければよい。また、

この類は、およそ元人はみんな作ることができたのであり、ただ『西廂記』

だけがそうであったのではない。たとえば春景時曲の‘柳綿満天舞旋’、

冬景の‘臂中緊封守宮’、‘酔烘玉容微紅’、重会時曲の‘女郎両相対当’、

私情時曲の‘玉娘粉粧生香’、演芻梅香雑劇の‘不妨莫慌我当’、両世姻縁の

‘怎麼性大便罵’、歌舞麗春堂の‘四方八荒万邦’もすべて六字三韻であ

るが、おさまりもよく美しい。この他にも、枚挙に暇がないほど多くの例

がある。蓋し勝国の詞家は、おのずと優れた点があって、こういったとこ

ろにその剰技を表したのであろう。我が明朝の周憲王の牡丹仙雑劇にみえ

る‘意専向前謝天’などの句も、また元人に次ぐものである」 

 清・謝章鋌『賭棋山荘詞話』では、次のように述べている。 

 「（上略）……『輟耕録』にとる邵庵【折桂令】で蜀漢の故事を詠んで

いるが、二字を通体させ三声を協韻している。趙雲松の翼では先人になし

として、『老子』の「知足不辱、知止不殆」、『史記』の「甌窶満溝、汙邪

満車」を引き、この体の先声としている（趙氏著『陔余叢考』参照）。し

かし、『毛詩』の「吁嗟乎騶虞。乎与虞」もすでに二字で韻をふんでいる。

（以下略）」 

 また、方成培『詞麈・巻三』には、「周氏は六字三韻を難としているが、

難とする必要などない」云々とある。周徳清のいう「難」が、一には韻脚



任訥撰『作詞十法疏證』 

 ― 195 ―

がすべて平声であること、二には務頭の所で用いていること、三には文字

がすべて淳であることがわかっていないのである 23）。 

 

 

 囂押。 泌器音广麼銚字。嗤基岻垰。付巷兌呀辛。貌緩岻窃俳蕊。 

 

 語病 主母の機を達し著かずの如きなり。之に答うる有りて曰く、焼公

鴨亦た可なりと。此くの似き類は、切に忌むべし。 

 

    梓器音广麼銚字鞘。哘頁墫丞嶄囂。群爆簡音叙鉱浜猟忖。哇螺崕貧遇

厮。拝倬宣蝕猟忖。遇預咄鷺縞。油田梧嶄。絞嗤扮窃緩蕗咄詞揖。列氏辛

丶岻侃。脅音窒鋤蕊匆。苧藍斗諾優啓弌綜嗤谷鮒嶄豊祇報涙兩鞘。藍脉蟻

參葎聞翫繁油岻。繍參葎辿嘩嶄云云。蒙葎個恬丶鮒繁惜傍報涙兩。呀頁緩

吭。嗽爆岻崑喘壓鴻。壓噸演。剱浜噐僥平寄健岻念。揖扮呀剱浜噐慄啅恠

怱岻念。藍箆吭圀爆社和永。扮扮綱畠翫繁岻阻盾。企簡耕音否嗤某毫灸嶷

枝必岻吶。呀音否嗤乾串佃油。叟伏瓷列岻咄。豢崋糞封宥器匆。隼夸巓箆

緩蕊。嗽採辛系壞。痛簡鮏壌眉僚巓箆參麼銚字辛斤付巷兌葎囂押。喩掲鳩

胎云云。固隆侮房爆岻侭參崑喘匆。 

    慎震湊才屎咄惇嶄。付巷兌和涙呀辛屈忖。 

 

 

 「主母の機を達し著かず」24）の句は、雑劇中のことばであろう。およ

そ曲の詞は文として鑑賞するだけでなく、書面を吟じて味わうものでもあ

る。また、文字を離れても、喉から音として発したり、リズムを伴う歌の

中で聴くために、時としてこのような音声の混同や誤解といったおかしな

ことが起こるのであり、禁忌する必要などはまったくない。明･王磐の小令【満

庭芳】25）には、「毛詩中に誰か道わん鼠に牙無しと」の句が用いられてい

るが、王驥徳が「これを村人に聴かせると‘茅厠中に云々’と思うであろ
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うから、‘詩人浪りに鼠に牙無しと説うを笑う’と改作する」とするのも、

またこれとおなじことである。 

 また、曲の致用は広く普遍的であり、学士や士大夫のみならず使用人や

歩卒の鑑賞に供するものでもある。王驥徳は曲家のために述べているが、

度々村人全員の理解に気を配り、ことばの選択にわずかな典重晦渋の意味

も許さないし、耳で聴いて美しくなく誤解しやすい音も容認せず、その主

旨は実に通達である。しかし、周徳清のこの禁忌も否定してしまうには及

ばない。『詞麈・巻三』には、「周氏、主母機を以って焼公鴨に対すを語病

と為すは、尤も確論に非ず云々」とあるが、これも曲の致用の所以に対す

る考察が不十分である。 

 康刻『太和正音譜』では、「焼公鴨」の下に「無可」の二字がない。 

 

 

 囂必。 鞘伏啣遇峠愼音挫。 

 

 語渋。 句、生硬にして平仄好からず。 

 

    梓瞳簡寄崋嶄。峠愼音挫恬峠愼音才。 

    簡岻忖鞘寂嗤扮參必葎頁。飛爆夸侮蕊岻。凪絞辛參房匆。峠愼音挫。

壓藍箆爆鋤嶄嗤励夸。貧貧賜肇肇京喘。匯匆。貧肇肇貧宜喘。屈匆。京喘

眉膨蕗。眉匆。匯蕗膨喘。膨匆。韻重參秘旗峠。励匆。嗽爆鋤嶄嗤綽必音

乏聡。婀棺音用笥。渣匹峠愼音乏眉夸。呀揖緩囂必匯吶。 

 

 『品詞大旨』では、「平仄不好」を「平仄不和」としている。 

 詞の字句では時として「渋」をよしとするが、一方、曲ではこれを強く

誡めている理由は推測できることである。「平仄好からず」については、

王驥徳の「曲禁」に五則がある。上声あるいは去声の畳用が、その一。上

去を去上と逆に用いるのが、その二。三四声の畳用が、その三。同じ声調
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を四字続けるのが、その四。韻脚で入声を平声の代わりに用いるのがその

五である。また、「曲禁」の「生硬で、さっと発音できず、平仄のぎくし

ゃくしたもの」の三則も、この「語渋」と同義である。 

 

 

 囂間 涙聾偵拭胆岻冱。 

 

 語粗 細膩俊美無き言。 

 

    梓瞳簡寄崋涙聾偵拭胆岻冱恬音拭偵眉忖。 

    間囂軸貧猟濁囂岻肝宀串。藍箆爆鋤嶄呀嗤間栄音聾偵匯夸。 

 

 『品詞大旨』では、「無細膩俊美之言」が「不俊膩」の三字になってい

る。「粗語」とは、前文の「蛮語」に次ぐものである。王氏の「曲禁」で

は、「粗鄙不細膩」の一則がある。 

 

 

 囂壷 僚凪冱湊樋。屡唸拝遣。嗽音俳輝。栄皓弌社。遇涙寄賑℡匆。 

 

 語嫩 其の言、太だ弱く、既に庸にして且つ腐、又た切当ならざるを謂

う。鄙卑の小家にして大なる気象無し。 

 

    梓瞳簡寄崋緩訳福恬唸樋遇涙寄賑℡匯囂。凪糞樋。唸遣。音俳輝。栄

皓。哘蛍恬膨蚊心。樋耕頁囂押。徽葎兜恬侭佃窒宀。噫益夸惹壓吭。音叙

壓囂厶。藍箆爆鋤嶄呀嗤蛎遣音仟寡。嚥未弄症爆囂吭曾夸。 

 

 『品詞大旨』では、この項を省略して「庸弱にして大なる気象無し」の

一語としている。 
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 しかし、実際には「弱、庸腐、不切当、鄙卑」は四段階に分けて考える

べきである。「弱」はもとより語病であるが、初歩ではしかたのないこと

である。その他の欠点は、意とともにあるのであり、字句のみの問題では

ない。王氏「曲禁」では、「陳腐 不新采」と「踏襲 旧曲語意」の二則

もある。 

 

 

三、用事 

  苧並咨聞。咨並苧聞。 

 

  明事は隠かに使い、隠事は明らかに使う。 

 

    梓緩蚊圻嚥鮒簡涙艶。飛祥爆匯圭中㌣冱岻。夸挽辛哈藍箆爆舵岻囂。

爆舵胎喘並呀垰。苧並圧聞。咨並⑪聞。嗽垰。嗤匯吉並。喘壓鞘嶄。綜繁

音状。泌踐社侭僚顔冦邦嶄。咬邦痛岑鹹龍。圭頁虫返。緩辛恬苧並咨聞匯

蚊廣盾。嗽垰暦聞蟹肇繁繁脅∮。音倬盾傍。緩辛恬咨並苧聞匯蚊廣盾。群

梧簡心肇繁繁脅∮宀。蟹肇隆駅繁繁脅∮。緩侃輝彭嶷蟹肇屈忖。韻猟週遇

崛爆。侭參嶷喘易三。遇寄葎盾慧宀。涙掲葎蟹嚥繁繁脅∮屈並串。呀軸貧

猟侭僚爆岻崑喘壓鴻。壓噸演岻吭匆。賠結萎緊哇猟後堝。爆徨參蕗葎麼。

凪簡音宣云弼。魁貧岻爆。嚥親初㌢哘。單隅兼頚朝遇梧。圀誼抖湧勸析。

図硴音鋤。帽葎嬬並。飛眉繁音盾。夸垢遇涙侭仏厶。凪冱屎嚥緩栽。 

 
 この部分は、元来詩詞と区別はないが、もし曲の面から詳しく述べるの

であれば、やはり王驥徳『曲律』のことばを引用するのがよい。『曲律・

論用事』では、「明事暗使、隠事顕使」、また「あることがらを歌詞に用い

ても人がそれに気づかず、ちょうど禅僧のいう‘塩を水中に撮る。水を飲

みて乃ち鹹味を知る’のように、まさに妙手である」とある。これは、「明

事隠使」の注釈と考えてよい。また、「務めてすべての人がわかるように
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唱えば解説する必要はない」とあるが、これは「隠事明使」の注釈と考え

られる。 

 およそ歌詞は見て皆がわかるものも、歌った場合には必ずしも皆がわか

るわけではない。ここでは、「唱去」の二字を重点と考えねばならない。

韻文が曲に至って白話を重用し、大きく解放された理由は他でもなく、歌

ってみんながわかるようにということである。また、前述の「曲の致用は

広に在り、普く遍る」の意でもある。清・馮班『鈍吟〔老人〕文稿』には、

「曲は音律が主要であり、その歌詞は本色を離れない。舞台上の戯曲は、

せりふや動作と相応じていて、俳優が化粧をして歌い、街の童や田舎の老

人もみな、思わず泣いたり笑ったりさせるのを能事とする。もし理解でき

ない者が三人でもいれば、いくら技があるといっても役にたたない」とあ

るが、まさにこれと符合している。 

 

 

訳注 
1）任訥：（1897～）字は中敏。筆名は二北、及び半塘。江蘇省揚州市の人。四川大

学、江蘇揚州師範学院の教授を歴任する。本書の他に、『唐戯弄』、『教坊記箋訂』、

『敦煌曲初探』、『敦煌歌辞集総編』、『散曲概論』、『曲諧』などの著書がある。本

訳の底本には『散曲叢刊』（1931 年 台湾中華書局 台北）所収のものを用いた。 
 訳中、『中原音韻』の原文、及びその訓読はゴシック体で表した。曲牌名は【】

をつけて示した。 
2）『中原音韻』は、元・康定元年（1234）に完成したが、改編を重ね、至元元年（1264）

に吉安で刊行されている。周徳清（1277－1365）：字は日湛、号は挺斎。高安（江

西省）の人。 
3）「務頭」については不明な点が多いが、この疏證では後部に「七、務頭」として、

かなりの紙幅をさいて考証している。 
4）燕南芝：姓名、生平ともに不詳。『唱論』は、もともと元・楊朝英の散曲選集『陽

春白雪』の巻頭に附されていたもので、その序文から元・至正年間（1341～1367）
以前の曲学家であることがわかる。『唱論』は、声楽・歌唱の面から曲を論じた

現存最古の著作。 
5）広く清代に興った地方劇を、昆曲と区別していう。「雅部」の昆曲に対して「花

部」と称された。清・李斗の『揚州画舫録』に、“雑何葎奨濃、背濃、瑚剩濃、

稲徨濃、袋袋濃、屈仔距，由僚岻岱起”とある。 
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6）北曲の小令で、基本的には同一宮調の異なる曲牌 A・B を二つつないで一曲と

したもの。【A 揮 B】あるいは【A 狛 B】とするものが多い。この【十二月尭民歌】

は、ともに中呂宮の曲牌【十二月】と【尭民歌】をつづけたもの。鄭騫の『北曲

新譜』（1963 年 芸文印書館 台北）の【十二月】の項には“緩嫗恬弌綜喘倬揮

劬酎梧; 秘耗方呀倬銭喘”（163p）とある。 
7）この部分の原文は以下の通り。 
 ´撹猟嫗垰《赤軒》，嗤硫蕗兆《耗方》，扮佩弌綜蚕《匐隅》。耗方輝嗤赤軒賑龍，

赤軒音辛貌耗方。瞬偏弌綜，蟹錫梧抻吭。 
〔前出『唱論』中国古典戯曲論著集成（一）所収 1982 年 11 月〈1959 年７月初版〉 

中国戯劇出版社 北京 p160〕 
8）鄭騫『北曲新譜』（前出）では、【風流体】の項で、「本来の句法は六字句か四字

句であるが、必ず各句の間に襯字を増やすか、あるいは上に三字付け足さなけれ

ばならない」（p341）とある。 
9）「慢詞」は「引子」に同じ。套数は「引子（首曲）・過曲（中間のすべての曲牌）・

尾声」で構成されている。 
 王驥徳『曲律』に“哈忖垰蛸簡，狛爆垰除簡”とある。 
10）「経史語」の下に『西廂記』第四折【越調・斗鵪鶉】のこの句を引いて注記し

ている。原文は以下の通り。 
将雰囂（泌廉㍍『智音嗤兜，亙針嗤嶮』窃。） 

〔王驥徳（？－1623）撰『曲律』中国古典戯曲論著集成（四）所収 1982 年 11 月

（1959 年 7 月初版）中国戯劇出版社 北京 p131〕 
11）原文は以下の通り。 

´赤軒岻腹，岻姥，岻佃，暢泌書扮。凪腹，夸徭搢武式稾閻宀巉。凪姥，夸徭購、

孱、易、瀧匯仟崙恬，塹慌便徭隼岻咄，忖嬬宥爺和岻囂，忖芥囂拭，塹陥咄距; ´ 
〔前出『中原音韻』p175〕 
12）喬吉のこの言は陶宗儀（元末明初の人。生卒年不詳）『輟耕曲録・作今楽府法』

に載せられている。原文は以下の通り。 
 杷地憲耳鴬僥謹嬬。參赤軒各。晦云。恬赤軒呀嗤隈。垰。件遊幎暁迂硫鎗忖頁匆。

寄軟勣胆洗。嶄勣再鬼。潤勣㍊疏。喩酷壓遍硫香刊。吭房賠仟。攻嬬飛頁。帽辛

參冱赤軒厶。 
13）原文は以下の通り。 

´峠愼距唯，咐剩亞叶，貧和哈揮，受匯忖音誼，奐匯忖音誼。 
〔前出『曲律・論句法第十八』p124〕 
14）原文は以下の通り。 

´爆匯幸岻坪，涙胎兎兆叱採，凪鐙隈音竃兵、嶄、嶮眉唯。兵勣根們嗤業，´ 
〔清・劉煕載（1802－1881）撰『芸概』 中国古典戯曲論著集成（九）所収 1982

年 11 月（1959 年 7 月初版）中国戯劇出版社 北京 p118〕 
15）曲牌によって定められている句式の字数以外に付け足された文字をいう。『作

詞十法』では、「四、用字」の「不可用」のひとつとして挙げられている。 
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16）原文は以下の通り。 
´慕伏囂（扮猟賑。） 

〔前出『曲律・論曲禁』p131〕 
17）伯顔（バヤン）：蔑爾吉銃氏。順帝の時、中書右丞相、大丞相となる。後に専

横をつくすが、姦謀が発覚して南恩州陽春県に貶せられた。作品の原文は以下の

通り。 
 ‐褒距・賠臭哈／ 
    海壇遭駄認嵐潤。欠軟雑泌僣。宣艶鹸宣艶。妬孵厚妬孵。逗涙謹症扮乢匐匆。 
    海壇遭某認嵐惰。悳頁彬伉峯。佩繁孵壷訳。凰徨藁煤偈。脅音喇件廓敢恂麼。 
〔隋樹森編『全元散曲』1989 年 9 月<初版 1964 年 2 月> 中華書局 北京 p1080〕 
18）蒋一葵『堯山堂外紀』に以下のような記述がある。 
 屎蟻寂，冕紡輝幡，吏栖采和宀涙倡晩。耽欺，蝨患催遊，馴供健，酎音唇凋。藍

廉促嗤《喀成鞍 劾爺徨》匯遍。 
 作品の原文は以下の通り。 
 ‐臼嶄太・劾爺徨／喀成鞍 
    成鞍。熄津。爆隅弌濃隅寄。郊巻栖吏岱泌醍。畠嫐低◇蕗勺。嘱油阻嘱且。酎

油阻酎殿。椎戦肇掩焚担寔慌邪。凛需議患鍬阻宸社。患彬阻椎社。峪患議邦勝苦

敬意。 
〔謝伯陽編『全明散曲』1994 年 斉魯書社 済南 p1045〕 
19）套数の末尾の曲をいう。曲牌名としては、【硫】、【硫蕗】、【彪硫】、【廳彪】な

どがある。 
20）套数の中の特に優れた曲を取り出して小令とすること。任訥は彼の著『散曲概

論』（前出『散曲叢刊』所収）の中で、小令として「儖械弌綜、揮狛爆、鹿爆、

嶷遊」と共に「姜距」をあげ、「嗅簡嶄姜演」と注をつけている。 
21）于志能の作品は『全元散曲』（前出 p1327）に【双調・水仙子】の残曲として、

この句が載せられているのみである。 
22）表現・題材など、奇をてらい技巧に走ったものや、遊戯娯楽に傾いたものをい

う。 
23）不明 
24）出所は不明。「主母機（本妻のたくらみ）」は「煮母鶏（めんどりを煮る）」と

同音であるため、それに対し「焼公鴨（オスの鴨を焼く）」という。 
25）王驥徳『曲律・雑論』（前出 p179）には、劉元穀が聞き間違いやすい例とし

て、王磐の【諾優啓】『恠払痔』を挙げた。それに対し王驥徳が同じく王磐の【朝

天子】『匿嶄佯雑葎報碇』のこの「谷鮒嶄豊祇報涙兩」が、「辿望嶄佯雑」と聞こ

えるであろうから、「丶鮒繁惜傍報涙兩」と直せばよいといったという記述がある。 




